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（定植後，冬越しして，暖かくなったころ収穫を始めます。）

10
月
初
～
中
旬
（
定
植
）

（
収
穫
）

（
田
植
え
準
備
）

玉ねぎを収穫後は，稲を植え

るので田植えの準備に入り

ます。
稲を収穫するまでは，別の場

所で玉ねぎの苗を育てます。

８
月
末
（
播
種
）

令和８年度 第２号 

（公財）熊本市学校給食会 

R８.５.２２   文責；上島 

給食会たより 第２弾 

参加者 
生 産 者： 田尻 裕一朗 様（圃場主）            

青果組合： 肝付 専務理事 

学校関係： 原田 先生（御幸小）  

弥栄 先生（白坪小） 

          和泉 先生（京陵共調）  

黒石 先生（日吉共調） 

市給食会： 上島，松永，田中 

：小島町 

  

※最後に栄養教諭・学校栄養職員の先生方と記念撮影をしました。   

令和８年度  

※今日は，玉ねぎの育て方やおい

しい食べ方など，たくさんのことを
教えてください。 

田尻 裕一朗 様 
※小島玉ねぎ生産者部会（副会長）  

自分の畑で採れた「玉ねぎ」

を食べて，「おいしい」と言っ

てもらえると嬉しくなります。 

また，栽培期間が長いので

上手にできた時も嬉しく思い

ます。 

天気が一番，気がかりです。 

大雨が来る時の対策，暑さ対策など，難しいことが多いです。 

また，最近は気温上昇のスピードが速いので，植える品種も考え

なければならないと感じています。 

→  ← 
※品種名は 

「７１５」 

  他の農作物では，連作障害などの話も聞きますが，この畑は収穫が終われば水田に移行し，稲を収

穫した後は切株ごと漉き込んで整地をするので，特に連作で障害が出ることはないです。 
 また，数年経過後には土壌検査をして，不足する成分などが分かれば，不足している成分を追肥する
などして補っています。 

※防虫対策 

なるべくアブラム
シなどが付着し 

ないように早めの対応を心がけて
います。（虫が病気になるウィルスを

持ってくるので。） 

※最後に田尻さんと栄養教諭・学校栄養職員の皆さんで記念撮影をしました。    

※収穫体験をさせていただきました。 

長い畝をかがんだ状態で掘っ

ていく作業は大変だと感じま

した。 

※おすすめ調理は？ 

生で食べても，炒めても何にでも合います。 
簡単なところでは，玉ねぎを刻んでバター， 
もしくはチーズを振りかけて，レンジでチン 

してもおいしくいただけますよ！ 

※ご夫婦（ツーショット）でアピールしていただきました。  


